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支援付き意思決定・意思決定支援(SDM) 

実践モデル講演会 

平成２７年12 月14 日（月）１３：００～１７：００            

※SDM モデルに関する事前説明をお聞きになりたい方は１０：３０～ 

      
会場 

2015 年 2 月、オーストリア首都ウィーンの国連オフィスにおいて，あらゆる人にとってバリアのない社会の実現を目指

して世界 70 か国・500 人以上の実践者が集まった。Zero プロジェクト世界会議と呼ばれるこのイベントにおいて紹介

されたオーストラリア・南オーストラリア州の意思決定支援モデルは、カナダの「マイクロボード」、スウェーデンの「パ

ーソナルオンブズマン」と並び、障害者権利条約をベースとした意思決定支援（Supported decision-making）の斬

新かつ効果的な実践モデルとして、現在、世界的な注目を集めている。 

サウスオーストラリア州ＳＤＭモデルでは、意思決定者（本人）が表出した希望を書き留めた「合意書」に従って、本

人が選択した「サポーター」、福祉サービス提供者、その他地域社会の様々な人々がチームメンバーとして、その実現方

法を一緒に考え、行動を起こしていく。さらに、本人の強みや可能性に着目した意思決定支援を実現していくための調整

役としての「ファシリテーター」やその指導役の「トレーナー」がチームをエンパワメントしていく。その結果、これま

でふさぎ込んでいた、あるいは「問題行動」を起こしていた本人が、自信と勇気を取り戻し、徐々に自分の意思を表明す

るようになり、より大きな意思決定を行うことができるようにもなっていくというものである。 

 

All About Me（すべて私のためにみんながいる）

今回の講演では、本 SDM モデルの創設にも関与し、現在トレーナーを務めるシェア・ニコルソン氏、ファシリテーター・

次期トレーナーである福祉サービス提供事業所所属のデビ－・ノーレス氏及び州政府立障害者施設所属のディアン・ベイ

ン氏が初来日し、それぞれの視点からＳＤＭモデルの具体的手法や日本における実践の可能性について語っていただく。

支援者が本人にとってよかれと思う「ベストインタレスト（最善の利益）」的支援から「本人の表出された希望」に

基づいた意思決定支援への発想転換が今、まさに求められている。 

障がい者・高齢者・児童などの相談員および福祉関係者、社会福祉協議会関係者、行政職員、医療関係者、

教育関係者、法律職・市民後見人、障がいを持つ本人・家族 

など、成年後見制度や意思決定支援に関心をお持ちの全ての方 

4,000 円 

オーストラリア・南オーストラリア州における 

筑波大学東京キャンパス１３４教室 （東京メトロ丸ノ内線茗荷谷駅下車） 

協賛 

日本発達障害学会 他 
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申込手順 

下記事項について記載のうえ、メールまたはファクシミリ（下記のフォームをご使用ください）にて申込

ください。また同時に参加費について、【振込口座】に振込願います。 

  

【メール】sdm.pt2015@gmail.com 【FAX】0493-81-6135 

【振込口座】三井住友銀行 川越支店  

(普) 7604066 特定非営利活動法人日本相談支援専門員協会助成金 

11 月30 日（月）（〆切申込は定員となり次第終了となります） 

※参加費 4,000 円を振り込んでください。振込依頼人は参加者のお名前がわかるように 

記入してください。振込控をもって領収証に代えさせていただきます。 

スケジュール 

 10:30 

事前説明（プレ講演） 

『オーストラリア・南オーストラリア州の意思決定支援（SDM）モデル』 

水島俊彦（弁護士／日本弁護士連合会高齢者・障害者権利支援センター委員・法テラス東京法律事務所） 

主催者挨拶 

『シェア・ニコルソン氏による講演』 

ＳＤＭモデル全般（州政府プロジェクトとなるまでの経緯・重要なコンセプト・

チームの役割分担・成年後見制度・障害者権利条約との関係）等 

『デビー・ノーレス氏による講演』 

ファシリテーターとしての経験談・会議運営スキル・民間福祉サービス提供事

業者にとって SDM モデルを取り入れることについてのメリット 等 

 
『ディアン・ベイン氏による講演』 

ファシリテーターとしての経験談・意思決定者（本人）とのコミュニケーション

手法・行政セクターにとっての SDM モデルのインパクト 等 

 
閉会 

※講演には通訳がつきます 

この講演会は、日本学術振興会科学研究費「ケアマネジメントにおける意思決定支援プログラム開発と評価に  

関する研究」（研究代表者小澤温、課題番号 ）の一環として行われます。 

 13:00 

 13:15 

 15:15 

 16:15 

 17:00 

■氏名（ふりがな） ■所属 ■車椅子のご使用の有無 

  
有・無 

■連絡先（電話・メール） 

電話）                                       メール） 

     ■当日に介助・支援が必要な方は、ご記入ください。 
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